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６
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平
成
十
八
年
度
　
上
地
改
良
区

一
般
会
計
収
入
支
出
決
算
報
告

　
平
成
十
九
年
九
月
五
日
開
催
の
臨
時
総
代
会
に
て
、
平
成

＋
八
年
度
土
地
改
良
区
一
般
会
計
収
入
支
出
決
算
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
十
八
年
度
土
地
改
良
区
決
算

繰入金3,446,30㈲

訟麺繰越金8,612,058･I

霞ケ浦用水事業の平成２０年度事業予算について

霞ケ浦用水事業の平成２０年度各事業別に下記のとおりとなっております。

２億３千４百万円（要求）

　　４千７百万円（要求）

１億９千万円（要求）

　　４千５百５十万円（要求）

○国営霞ケ浦用水地区二期土地改良事業‥‥‥‥‥‥‥‥１

０県西広域水道用水供給事業‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

○県営かんがい排水事業霞ケ浦用水Ⅲ期地区‥‥‥‥‥‥

○基盤整備促進事業露ケ浦用水西部地区‥‥‥‥‥‥‥‥

霞
ケ
浦
用
水
上
地
改
良
区

第
二
十
九
回
通
常
総
代
会
開
催

　
三
月
四
日
、
霞
ヶ
浦
用
水
管
理
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
第
二
十
九

回
通
常
総
代
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
長
に
境
町
の
木
村
昭
一
氏
を
選
出
し
、
平
成
二
十
年
度
土
他

改
良
区
一
般
会
計
収
入
支
出
予
算
等
議
案
二
十
二
件
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
ハ
霞
ケ
浦
用
水
土
地
改
良
区
表
彰
規
程
に
よ
り
、
理
事
の

古
宇
田
和
夫
氏
（
筑
西
市
）
と
二
十
年
勤
続
の
職
員
高
橋
博
氏
（
管

理
課
長
）
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
年
度
土
地
改
良
区

一
般
会
計
予
算

繰入金10,350m

E圖|
繰越金11,(100E=･i

組合茜

274,447汗」

脂収入等

127,6041･|･|
　　　　一

　収入合計

495,031千円

言言

負担金　570m

中務所跨500｢I･｣
　　　　　　一

都
市
用
水
の
動
き

予備費］,000m/.

選挙茜　530∩/

隨１

　
茨
城
県
企
業
局
で
は
、
県
西
地
域

を
中
心
と
し
た
十
二
市
剛
に
水
道
川

水
を
供
給
す
る
た
め
、
関
城
給
水
系

等
三
つ
の
給
水
系
か
ら
な
る
県
西
広

域
水
道
川
水
供
給
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
、
新
治
給
水
系
及
び
関

城
給
水
系
は
、
霞
ケ
浦
用
水
淑
業
に

よ
り
送
水
を
受
け
た
霞
ヶ
浦
の
水
を

原
水
と
し
て
、
新
治
及
び
関
城
浄
水

場
で
そ
れ
ぞ
れ
浄
水
処
理
し
た
水
道

水
を
同
給
水
県
内
九
市
町
へ
供
給
し

て
い
ま
す
。

　
よ
べ
水
海
道
給
水
系
は
、
利
根

川
、
鬼
怒
川
か
ら
原
水
を
取
水
し
、

水
沿
道
浄
水
場
か
ら
五
市
町
へ
供
給

し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
用
水
供
給
事
業
の
壁
備
は

ほ
ぼ
完
成
し
て
お
り
、
平
成
二
〇
年

度
は
関
城
給
水
系
と
水
海
道
給
水
系

を
給
ぶ
緊
急
連
絡
管
工
事
を
実
施
す

る
予
定
で
す
。

　
ま
た
こ
の
他
、
現
往
、
十
四
市
町

に
立
地
す
る
企
業
へ
工
業
用
水
を
供

給
す
る
た
め
、
新
治
給
水
系
等
四
つ

の
給
水
系
か
ら
な
る
県
内
広
誠
二
早

川
水
道
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
水
源
は
す
べ
て
霞
ケ
浦
で
あ
り
、

霞
ケ
浦
川
水
事
業
に
よ
り
送
水
を
受

け
て
い
ま
す
。

茨
城
県
企
業
局

水
戸
市
笠
原
町
九
七
八
の
六

業
務
課
○
二
九
言
言
一
）
四
九
五
二
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　　霞ケ浦川水事業の国営事業は、平成２０年度に完了を予定しています。困営事業完了後は、当事業

　で造成された施設を霞ケ浦用水土地改良区が維持管理することになっています。しかし、当施設は全

　国でも屈指の大規模な施設であり、維持経費も多くかかるなど適切かつ円滑に維持管理を行っていく

　ためには、十分な国費助成のある補助事業を導入する必要があります。

　　今回、基幹水利施設管理事業を導入することにより、農業水利施設の計画的な補修や整備が可能に

　なり、加えて施設の長寿分化や緊急時の即時対応などにより、農業用水の安定供給が図れます。

づ司意取得とスケジュール

　　当事業は、土地改良法に基づくため、組合員からの同意が必要になります。同意取得方法は、既存

　の土地改良区、水利組合及び実施協議会などの組織を通して、その役員さん方にご協力をいただけま

　すようお願いいたします。

[|司意の種類]

　１．基幹水利施設管理事業

　２．霞ケ浦用水土地改良区維持管理計両の変更

☆く
H20　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H21

1月　2月　3月　4月　5月　6月　7月　8月　9月　10月　11月　12月　川　Z月　3月　4月

概要公告 -

説明　会 ■■　　　　　　　　　　　・■■・■

同意取得

採択申請 ⑤

採　　択 -

霞ケ浦用水土地改良区総代名簿
氏　　名 氏　　名 氏　　名 氏　　名 氏　　名 氏　　名

笠

間

市

岩崎俊雄 と勝田政経

つ

く

ば

市

闘　　義ﾘﾘ

　　　　ｰ一氷、村嘉-郎

筑

西

市

水柿　　豊 木村幸雄

坂

東

市

新谷政夫

金干柿一
|大

川

市

田　ロ毅一 票田勘

常

町田定夫 小久保幸ﾘj

鶴田健一郎 神水憲－ 腰井幹一 由　口順三 筑波　　孝 倉持良夫
上野　　登 宗派記夫 菊池一明 日　向洋一 秋葉武男 小野沢夫
塙　　行雄

土

浦

市

柴原伊一郎 小久保　　武

　　　　-一一中村辰夫

成田光有太郎 。秋葉　　隆 舞野　　洋

桜

川

古本良平 宮本孝男
-一一一一
坂井雅夫
－　　　--人塚孝男

渡辺幸男
ILltx

市

浜野隆昌 倉持月刊
中原嘉昭 渡法　　昭 藤潭不二男 染谷　　清 長沼春雄

仁平　　明

鈴木　　進

木犀達夫 笠倉信男 岡目］公一 張替高

前野憲一 小野伺　　舞 歌野　　勝 岡野重徳

古

河

市

人木原音

節水定次郎安達順一 久栄通男 本本　　弘 中山　勝正

八

千

代

町

高橋冨男

磯　　武夫
石

岡

市

谷田部藤-郎

　　　--腰井敬文

本田定治郎 菊地高夫 野中達夫 野尻　　博

若松善但 塚本湧一 谷貝　　卓 廣瀬宗閲 鈴木桂一即
谷巾利光 土田口　惣次郎 元川隆彦 藤田藤ハ 石塚冨男 渡座一夫
増派敏雄 中　島良衛 谷口正廣 清水牧夫 大久保　　静 清本歌吉

飯島　Iに義 卜野　　守 斎藤芳夫 深谷利一

白　田芳正

小野辺孔|夫

中村一言

古葉宰=靉

中山一郎本村恵一 廣瀬　　靖

下

妻

市

広瀬明弘

飯島三省
つ

く

窪田　　勝 端　　一男 遠藤政敏 井　ヒ仁－

境

町

間中　　白

海洋光灘 石潰和男 粟野寺樹 藤田富男
坂

東

市

林　　淳一 木村昭一
巾
大関哲　男 岩田　　章 塚「目　　潔

結

城

市

稲葉政則 野　□　　茂 飯ｍ光雄

成　国債一 ば｀藤田勝之 菊池　　茂 生井山男

北島嘉典

青木　　正 橋本音一
岩　昆　　一 ._岡|目　　清 |刊　巾昭一 高島良平

岩淵正美
』|｣

酒寄　　昇 中里　　昇 石筒　　柴 稲葉孝
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車
両
栽
機
構
ｎ
狸
所
だ
よ
り

　
霞
ケ
浦
川
水
関
係
の
皆
様
に
は
、
平
素

よ
り
仏
ど
も
の
行
っ
て
い
る
管
理
業
務
に

刈
す
る
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼

中
し
に
げ
ま
す
。

　
水
資
源
機
根
は
、
「
安
令
尹
艮
質
な
水

を
安
定
し
て
安
く
供
給
す
る
ご
こ
と
を

モ
ッ
ト
ー
と
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
た
め

に
は
、
日
常
管
理
の
的
確
な
実
施
は
も
と

よ
り
ン
緊
急
事
態
へ
の
適
切
な
対
応
が
重

要
で
す
。

　
霞
ケ
浦
用
水
地
区
は
、
国
の
発
表
し
て

い
る
百
科
に
よ
れ
ば
、
「
今
後
3
0
年
以
内

に
震
度
６
弱
以
卜
の
揺
れ
に
見
舞
わ
れ
る

確
率
が
高
い
」
地
域
に
含
ま
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
日
頃
か
ら
・
緊
急
事
態
へ
の
備
え

が
必
要
で
す
。

　
水
資
源
機
構
で
は
、
毎
年
９
月
１
日
に
、

全
国
の
職
場
で
。
斉
に
他
言
防
災
訓
練
を

行
っ
て
い
ま
す
。
当
管
理
所
で
も
、
職
員

の
緊
急
参
集
、
防
災
本
部
の
設
置
、
全
施

設
の
点
検
、
本
社
等
と
の
情
報
伝
達
訓
練

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
緊
急
時
で
も
受
益
者
、
ュ
ー
ザ
ー

の
皆
様
方
に
欠
か
さ
ず
水
を
供
給
す
る
た

め
に
は
、
機
構
の
み
で
は
な
く
関
係
機
関

と
の
情
報
伝
達
と
連
携
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
　
そ
こ
で
、
今
回
初
め
て
霞
ケ
浦
川
水
上

地
改
良
区
、
茨
城
県
企
業
局
県
西
水
道
事

務
所
（
関
係
浄
水
場
を
含
む
ご
及
び
当

管
理
所
で
、
大
規
模
地
震
特
の
情
報
伝
達

を
主
と
し
た
、
三
者
合
同
の
地
震
防
災
訓

練
を
企
画
さ
せ
て
い
た
だ
き
１
２
川
１
９
日
に

実
施
し
ま
し
た
。

　
更
に
、
関
東
農
政
局
霞
ケ
浦
川
水
農
業

水
利
事
務
所
と
霞
ケ
浦
用
水
上
地
改
良
区

が
行
っ
た
地
震
防
災
訓
練
に
も
参
加
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。

　
お
か
げ
さ
ま
で
こ
れ
ら
の
訓
練
に
よ
り
、

霞
ケ
浦
川
水
は
、
関
係
す
る
皆
様
と
の
連

絡
・
連
携
が
あ
っ
て
、
は
じ
め
て
そ
の
目

的
が
達
成
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
、

改
め
て
認
識
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
当
管
理
所
は
こ
れ
ら
の
訓
練
を
踏
ま
え
、

よ
り
一
層
関
係
機
関
の
皆
様
方
と
の
調

整
・
連
携
が
図
れ
る
よ
う
危
機
管
理
対
応
、

防
災
訓
練
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
同
っ
て
い

く
と
と
も
に
、
施
設
機
能
の
維
持
と
コ
ス

ト
縮
減
を
図

る
た
め
に
予

防
保
全
を
実

施
し
、
関
係

者
の
皆
様
方

へ
の
情
報
提

供
に
努
め
て

ド
宍
に
戈

か
ら
も
皆
様
こ
Ｕ
一

の
ご
支
援
ご

協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

霞
ケ
浦
用
水
土
地
改
良
区
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
Ｕ
地
一
戦
Ｕ
の

　
‐
！
　
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｊ

　
手
続
き
に
つ
い
て

　
農
地
を
農
地
以
外
の
も
の
に
転

用
す
る
場
合
に
は
、
農
地
法
第
四

条
・
第
五
条
に
よ
り
、
関
係
市
町

に
対
し
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
　
そ
の
際
、
中
請
地
が
当
霞
ケ
浦

用
水
土
地
改
良
区
の
受
益
地
に
含

ま
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
霞
ケ
浦

用
水
土
地
改
良
区
除
外
等
処
理
規

程
に
基
づ
き
、
転
用
書
類
を
作
成

し
当
土
地
改
良
区
へ
協
議
し
て
い

た
だ
く
ｙ
』
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
転
用
に
伴
い
決
借
金
の

納
付
（
上
地
改
良
法
4
2
条
２
項
）

も
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平成20年度『決済金の額』

水田159円／�

129円／�

　
組
合
員
資
格
得
喪
の

　
通
知
に
つ
い
て

　
霞
ケ
浦
川
水
受
益
地
内
に
お
い

て
当
土
地
改
良
区
の
組
合
員
が
経

営
移
譲
等
に
伴
い
、
上
地
の
名
義

を
変
更
す
る
際
に
は
、
別
記
組
合

員
の
資
格
得
喪
の
通
知
を
当
土
地

改
良
区
あ
て
に
提
出
し
て
い
た
だ

く
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
不
明
な
点
は
、
各
面
影

担
当
課
、
農
業
委
員
会
ま
た
は
当

土
地
改
良
区
ま
で
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

※
届
出
の
な
い
場
合
は
、
資
格
の

変
更
は
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
現
資

格
者
に
賦
課
さ
れ
ま
す
。

『資格移動届』の提出

・農地の売買・贈与などした場合

・農業者年金受給のため経営移譲した場合

・組合員の名義変更及び住所変更した場合

　
維
持
管
理
費
の
期
限
内

　
納
付
に
ご
協
力
を
！

　
賦
課
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ポ

ン
プ
の
電
気
料
、
人
件
費
、
施
設

管
理
費
等
と
な
り
ま
す
。

　
霞
ケ
油
用
水
は
、
受
益
者
か
ら

の
維
持
管
理
費
で
ま
か
な
わ
れ
て

お
り
ま
す
の
で
、
期
限
内
に
納
付

し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協
力

を
お
願
い
い
九
し
ま
す
。

平成20年度の賦課金は

　　　１０ａ当たり　水　田　３､９００円／年

　　　　　　　　　　　畑　　３、１００円／年

　賦課金の納期については、第１回５月31日まで

　　　　　　　　　　　　　　第２回10月31日まで

※賦課領収書は確定申告する際に、納税控除証明書となりますので､大切

　に保管されますようお願いいたします
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⑤ドレ汐毎ｙレコ∩

ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
タ
ン
ド
の
活
用
　
い
（
２
３
％
）
プ
③
わ
か
ら
な
い
（
3
4
％
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
い
う
結
果
で
し
た
。

　
茨
城
県
で
は
畑
地
か
ん
が
い
を
促
進
す

る
た
め
に
普
及
・
啓
蒙
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
中
の
一
つ
に
ク
庖
ケ
浦
用
水

に
ウ
ォ
ー
タ
ー
・
ス
タ
ン
ド
（
Ｗ
・
Ｓ
）
を

設
置
し
、
こ
こ
か
ら
汲
ん
だ
水
に
よ
り
、

煩
か
ん
を
行
え
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
例

え
ば
、
平
辰
口
年
に
ド
結
城
地
区
に
Ｗ
Ｓ

を
設
置
し
普
及
・
啓
蒙
を
図
り
ま
し
た
。

こ
の
効
果
か
お
り
、
隣
接
し
た
八
千
代
町

の
中
結
城
紬
回
で
は
図
年
度
か
ら
畑
記
事

泉
を
実
説
し
て
い
ま
す
。

　
国
営
事
務
所
で
も
ウ
ォ
ー
タ
ー
・
ス
タ

ン
ド
に
よ
る
畑
か
ん
の
普
及
・
啓
蒙
効
果

に
着
目
し
、
１
４
年
度
か
ら
７
ケ
所
設
置
し

て
き
ま
し
た
。
利
用
料
金
は
Ｉ
。
０
０
０

バ
で
５
０
円
、
管
理
は
霞
ケ
浦
川
水
上
地
改

良
区
が
行
っ
て
い
ま
す
。
Ｗ
Ｓ
の
利
用
者

（
野
菜
果
樹
農
家
）
ヘ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
丘

を
行
っ
九
と
こ
ろ
、
次
の
よ
う
な
結
果
に

な
り
ま
し
た
。

　
利
用
回
数
で
は
、
年
Ｉ
～
１
０
回
が
一
盾

多
く
、
利
用
時
期
は
野
菜
・
果
樹
と
も
合

成
期
に
多
く
利
川
さ
れ
、
利
川
目
的
で
は

防
除
用
が
火
牛
を
占
め
て
い
ま
し
た
。

　
利
川
し
て
の
感
想
は
ノ
①
水
汲
み
が
便

利
に
な
っ
た
（
６
２
％
）
、
②
干
ば
つ
期
の

不
安
解
消
と
な
っ
た
（
口
％
）
、
と
い
う

反
面
、
③
夏
化
な
し
（
９
％
）
も
あ
り
ま

し
九
。

　
将
来
の
畑
か
ん
海
人
江
川
に
つ
い
て
は

①
導
入
し
た
い
（
２
８
％
▽
②
考
え
て
い
な

Ｗ
Ｓ
へ
の
要
望
と
し
て
は
①
水
圧
の
増

加
ノ
②
利
用
期
間
の
延
長
。
③
彿
設
数
の

増
加
等
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
の
参

考
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
国
営
事
業
。
期
・
一
。
・
期
を
合
わ
せ
管
水

路
（
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
）
を
約
２
２
０
�
張

り
巡
ら
し
ま
し
た
。
管
水
路
に
は
４
０
０

～
５
０
０
ｍ
ご
と
に
空
気
弁
を
設
置
し
ま

す
の
で
５
０
０
ケ
所
以
上
の
空
気
弁
が
あ

り
ま
す
。
Ｗ
Ｓ
は
、
こ
の
空
気
弁
に
後
か

ら
併
設
し
て
い
き
ま
す
。
平
成
固
年
度
以

降
に
新
た
に
１
０
故
ケ
所
の
Ｗ
Ｓ
を
設
置
す

る
予
定
で
関
係
者
と
調
整
し
て
い
ま
す
。

Ｗ
Ｓ
や
給
水
ポ
イ
ン
ト
・
給
水
栓
に
つ
い

て
新
た
に
設
置
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
市

町
、
霞
ケ
浦
川
水
上
珀
改
良
区
に
ご
相
談

い
た
だ
け
れ
ば
、
積
極
的
に
設
置
し
て
い

き
ま
す
。

給水スタンドー覧表

平成19年12川までの
　利川実糸貴（�）

ヱ,５１６

　９２

６７６

１３７

１４３

-
１６８

ＮＯ スタンド名称 づ町名 設置年　　　　　利用状況

１ 尾崎北部 古河市　Ｉ　Ｈ伺 野菜のかん水・防除用水
２ 新治藤沢 土浦市 Ｈ１５

３ 人　本 下妻市 Ｈ１６ 果固の防除用水

４ 刊　　岡 ド妻市 Ｈ１７ 野菜のかん水・防除川水

５’ほ呈東部 つくぼ市 Ｈ１８
一一

果樹の防除川水　　｜６ 舟　生　ｉ　筑西市 1118

７ 若林新川 境　　町 Ｈ１８　　野菜のかん水・防除用水　｜

圀
一
報
①
」
互

ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
技
術
高
度
化
事
業
の
紹
介

　
農
林
水
産
省
で
は
平
成
１
９
年
度
か
ら
ス
ト
ッ
ク
了
子
ジ
メ
ン
ト
が
本

格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
は
、
談
笑
用
排
本
施
設
等
の
公
共
財
産

を
計
画
的
に
調
査
（
施
設
機
能
の
診
断
ご
施
設
状
況
の
評
価
、
劣
化
予
測
、

対
策
工
法
の
検
討
及
び
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
算
定
等
）
を
行
う

こ
と
で
、
施
設
を
計
画
的
に
か
つ
効
率
的
に
管
理
し
、
施
設
の
長
寿
命

化
・
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
低
減
を
図
る
も
の
で
す
よ
図
面
参
照
）

　
ス
ト
ッ
ク
了
子
ジ
メ
ン
ト
の
実
施
に
あ
た
り
重
要
と
な
る
の
が
「
機

能
保
全
計
画
」
で
す
が
、
①
施
設
の
診
断
、
劣
化
予
測
、
評
価
手
法
の

確
立
ノ
②
対
策
工
法
の
有
効
性
や
耐
久
性
の
検
証
言
七
の
技
術
の
確
立
・

高
度
化
が
必
要
不
可
欠
と
な
り
、
木
事
業
は
そ
れ
を
支
援
す
る
も
の
で

平
成
2
0
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
事
業
主
体
は
国
で
、
国
庫
補
前
章
は
国
１
０
０
％
で
す
。

　
事
業
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
①
破
損
事
故
等
の
要
因
調
査

　
　
（
実
施
調
査
、
専
門
機
関
に
よ
る
分
析
、
仮
設
計
画
等
）

　
②
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
等
の
診
断
∴
評
価
技
術
の
高
度
化

　
③
対
策
工
法
の
適
用
と
評
価

　
　
（
試
験
施
工
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
専
門
観
閲
に
よ
る
分
析
等
）

　
ポ
リ
ス
ク
評
価
の
実
証
調
音
　
等

………゛亘亘］
　｡jl:･'･　乙

βI'･　　・迫間.i桶

・倦､宦琥の柘植
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奈
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施設の長寿命化

ライフサイクルコストの削減
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Ｓ
土
づ
く
り
を
重
視
し
た

　
　
　
　
ネ
ギ
の
安
定
生
産

つ
く
ば
市
大
井
中
　
島
　
愛
　
剛
さ
ん

　
Ｊ
Ａ
つ
く
ば
市
手
早
部
会
は
、
六
〇

名
の
部
員
で
、
五
つ
の
作
型
（
巻
、
坊

主
知
ら
ず
、
ト
ン
ネ
ル
で
息
杖
、
冬
）

を
組
み
合
わ
せ
て
、
ネ
ギ
の
周
年
生
産

に
取
り
組
ん
で
お
ｈ
へ
県
銘
柄
産
地
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
部
会

長
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
中
島
愛
則
さ

ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
中
島
さ
ん
は
ネ
ギ
を
年
間
▽
豆
ａ

作
付
け
し
て
い
ま
す
。
作
型
別
に
は
、

春
二
〇
ａ
、
坊
主
知
ら
ず
一
五
ａ
二
見

秋
岡
〇
ａ
、
冬
五
〇
ａ
で
、
ト
ン
ネ
ル

゛？ややｺﾞj?一一細ｮ

作
型
は
現
在
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
労

力
は
奥
さ
ん
と
二
人
で
す
。

●
耕
地
面
積
は
ネ
ギ
作
付
け
の
二
。
五
倍

-一一いａｉ４｀
？

て
お
り
、
速
効
性
の
肥
料
は
生
育
が
軟

　
ネ
ギ
の
作
付
け
面
積
は
▽
こ
五
ａ
で
弱
に
な
っ
て
病
害
が
発
生
し
や
す
い
の

す
が
、
経
営
耕
地
面
積
は
そ
の
お
よ
そ
で
、
基
本
的
に
は
使
っ
て
い
な
い
そ
う

二
。
五
倍
の
三
〇
〇
ａ
で
す
。
こ
れ
は
、
で
す
。

ネ
ギ
を
植
え
付
け
し
て
い
な
い
畑
に
は
　
緩
勤
仕
肥
料
の
た
め
、
施
肥
時
期
は

緑
肥
と
し
て
バ
脱
～
秋
は
ソ
ル
ゴ
ー
、
冬
ネ
ギ
の
生
百
に
必
要
な
時
期
（
冬
ど
り

～
存
は
ラ
イ
ム
ギ
を
作
付
け
し
て
述
作
ネ
ギ
な
ら
晩
夏
～
秋
）
に
吸
収
で
き
る

を
避
け
る
エ
夫
を
し
て
い
る
た
め
で
す
。
よ
う
に
逆
算
し
て
決
め
て
い
ま
す
。

●
良
質
な
た
い
肥
を
手
軽
に
散
布
　
　
●
都
市
化
に
対
応
し
た
農
業

　
土
壌
の
保
肥
刀
を
高
め
る
た
め
、
市
　
最
近
直
売
所
で
の
ネ
ギ
販
売
を
始
め

内
養
豚
農
家
の
た
い
肥
を
利
用
し
始
め
ま
し
た
。
地
顔
地
酒
を
進
め
る
と
と
も

ま
し
た
。
肥
効
が
安
定
し
作
柄
が
向
上
に
、
今
後
は
直
売
も
経
営
の
中
に
位
置

す
る
な
ど
の
効
果
を
実
感
し
て
い
る
そ
づ
け
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

う
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
く
ば
巾
で
は
都
市
化
が
巡
ん
で
い

　
こ
の
た
い
肥
は
適
度
な
水
分
で
、
化
ま
す
が
、
周
辺
の
環
境
に
も
配
慮
し
て
、

成
肥
料
と
同
じ
よ
う
に
ブ
ロ
ー
ド
キ
ャ
「
年
間
を
辿
し
た
ネ
ギ
の
安
定
生
産
を

ス
タ
ー
で
散
布
で
き
る
の
も
大
き
な
利
め
ざ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
挑
戦
し
て
い

点
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
た
い
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

●
生
育
に
合
わ
せ
て
肥
料
を
効
か
す
　
　
　
茨
城
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー

　
肥
料
は
緩
勤
仕
の
も
の
（
有
機
貫
主
　
　
つ
く
ば
地
域
見
栄
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

体
の
肥
料
や
石
灰
窒
素
な
ど
）
を
用
い
　
　
　
　
　
　
　
上
　
原
　
勝
　
丈

河
川
敷
に
消
え
た

　
　
　
古
　
河
　
城

第
5
8
話

古
　
河
　
市

数
十
年
か
け
て
城
下
の
拡
張
整
備
を
進

め
ま
し
た
。

　
と
く
に
上
井
利
勝
が
一
六
力
石
で
大

計
す
る
と
本
丸
に
御
二
階
憎
が
建
造
さ

　
江
戸
後
期
の
読
本
、
滝
肘
扱
琴
の
『
溺
れ
、
規
模
は
南
北
一
。
八
キ
ロ
と
い
う

総
里
見
八
犬
伝
』
は
テ
レ
ビ
・
映
画
に
関
東
で
も
有
数
の
城
郭
と
な
り
ま
し
た
。

も
な
り
ご
存
知
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
　
し
か
し
明
治
維
新
を
む
か
え
、
廃
城

す
。
そ
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
ひ
と
つ
、
今
に
と
も
な
い
明
治
行
年
に
古
河
城
の

古
河
城
芳
流
閣
楼
上
で
犬
塚
伝
乃
と
犬
建
造
物
は
取
り
壊
さ
れ
、
そ
の
一
部
は

飼
現
八
が
闘
い
、
と
も
に
眼
下
の
坂
東
仄
聞
に
払
い
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

太
郎
（
利
根
川
）
の
小
船
に
落
ち
て
行
　
こ
の
時
点
で
は
ま
だ
に
塁
や
犯
跡
も

徳
ま
で
流
さ
れ
る
と
い
う
筋
書
き
で
す
。
残
っ
て
い
ま
し
た
が
で
明
治
四
三
年
か

こ
こ
に
は
敵
役
と
し
て
古
河
公
方
足
利
ら
の
河
川
改
修
に
よ
り
流
れ
が
変
わ

成
氏
も
穴
場
し
ま
す
。

　
さ
て
、
こ
の
物
語
の
モ
デ
ル
と
な
っ

て
い
る
古
河
誠
は
今
か
ら
。
八
五
〇
今
年

前
に
謙
介
か
ら
謙
介
公
方
足
利
成
氏
が

古
河
に
座
を
移
し
て
か
ら
既
存
の
軍
質

施
設
を
整
備
し
て
威
か
築
か
れ
た
と
み

ら
れ
ま
す
。
威
は
古
河
で
も
一
番
低
い

ゼ
ー
地
に
位
置
し
、
西
側
の
渡
良
瀬
川
を

自
然
の
脳
と
し
て
い
ま
す
。

　
古
河
公
方
足
利
氏
は
五
代
コ
ニ
○
年

に
わ
た
り
関
東
・
東
北
を
治
め
古
河
は

そ
の
城
下
と
な
り
ま
し
た
。
勿
論
こ
の

時
代
の
占
河
誠
に
芳
流
閣
と
よ
ば
れ
る

高
い
栴
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
の
後
、
戦
困
騒
乱
も
治
ま
り
江
戸

幕
府
が
開
か
れ
、
古
河
誠
に
は
徳
川
の

有
力
譜
代
大
名
が
入
れ
替
わ
り
左
威
し

り
、
域
の
本
丸
・
二
の
丸
な
ど
主
要
部

分
が
河
川
敷
に
は
い
り
跡
形
も
無
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
は
堤
防
に

に
占
海
域
本
火
防
の
水
柱
が
わ
ず
か
に

そ
の
跡
を
示
し
て
い
ま
す
。

古河城御三階櫓（明治三年撮影）
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○○＠
共
生
大
地
に
人
が
輝
き

　
　
　
　
　
躍
動
す
る
ま
ち

八
　
千
　
代
　
町

　
八
千
代
町
は
茨
城
県
の
南
西
部
に
位
現
す
る
た
め
の
主
要
な
課
題
の
ひ
と
つ

置
し
、
贋
ね
平
坦
な
卜
地
柄
で
、
町
の
と
し
て
都
市
と
農
村
の
交
流
を
積
極
的

東
側
を
鬼
怒
川
、
南
側
を
東
仁
追
川
が
に
進
め
て
い
ま
す
。

流
れ
、
東
に
筑
波
山
を
望
む
水
と
自
然
　
交
流
の
拠
点
と
し
て
整
備
さ
れ
た
ハ

に
囲
ま
れ
た
緑
豊
か
な
農
村
地
域
で
す
。
千
代
グ
リ
ー
ン
ビ
レ
ッ
ジ
は
、
自
然
林

　
町
全
体
の
六
十
五
％
を
農
地
が
占
め
を
そ
の
ま
ま
牛
か
し
九
農
村
公
園
で
、

る
県
内
で
も
有
数
の
園
芸
産
地
で
あ
り
、
宿
泊
施
設
や
キ
ャ
ン
プ
場
、
ア
ス
レ
チ

首
都
圏
の
重
要
な
食
料
供
給
基
地
と
し
　
ッ
ク
場
な
ど
が
整
備
さ
れ
、
公
園
の
中

て
野
菜
を
中
心
に
水
稲
や
メ
ロ
ン
な
ど
心
施
設
で
あ
る
「
切
迫
館
」
に
は
地
下

を
生
産
し
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
白
菜
千
万
白
ｍ
よ
り
湧
き
出
て
い
る
天
然
温

は
全
国
。
の
生
産
量
を
誇
り
、
梨
は
県

の
銘
柄
産
地
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
八
千
代
町
で
は
「
共
生
大
地
に
人
が

輝
き
躍
動
す
る
ま
ち
八
千
代
」
を
テ
ー

マ
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
お
り
、
実

泉
「
や
ち
よ
乃
湯
」
や
地
元
彦
野
菜
の

直
立
所
、
地
粉
を
利
用
し
た
手
打
ち
そ

ば
を
味
わ
う
こ
と
の
出
来
る
レ
ス
ト
ラ

ン
か
お
り
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

幅
広
い
世
代
の
人
々
の
憩
い
の
湯
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
ト
六
年
に
は
同
敷
地
内

に
滞
在
型
市
民
農
園
「
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル

テ
ン
八
千
代
」
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

「
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
」
と
は
、
ド
イ

ツ
語
で
「
小
さ
な
庭
」
を
意
味
し
て
お

り
、
利
用
者
は
Ｉ
．
百
七
十
�
の
七
地
と

二
十
九
�
の
「
ラ
ウ
ベ
」
と
呼
ば
れ
る

小
屋
を
。
一
年
間
自
由
に
利
川
出
来
る
シ

ス
テ
ム
で
、
「
ラ
ウ
ペ
」
に
は
水
道
・

バ
ス
・
ト
イ
レ
等
も
完
備
さ
れ
て
お
り

宿
泊
施
設
と
し
て
利
川
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
初
心
者
で
も
安
心
し
て
利
用
で
き
る

よ
う
に
、
鋤
や
鍬
な
ど
農
具
の
貨
し
出

し
や
、
利
用
者
ご
と
に
農
家
が
一
対
一

で
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
ば
か
り
で
な

く
、
田
植
え
や
稲
刈
り
体
験
、
収
穫
祭

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て

農
家
と
親
睦
を
図
る
こ
と
も
で
き
、
単

に
自
然
と
の
触
れ
合
い
だ
け
で
な
く
、

長
泉
と
の
交
流
も
楽
し
め
る
施
設
と
な

っ
て
い
ま
す
。

く
ら
し
の
メ
モ

日
本
人
は
ア
メ
リ
カ
人
よ
り

野
菜
を
食
べ
て
い
な
い
り
‥

日
本
の
国
民
．
人
当
た
り
の
野
菜
消

③
然
し
た
ホ
ッ
ト
プ
レ
ー
ト
に
油
を
引
く
。

　
焼
く
直
前
に
レ
タ
ス
を
①
に
入
れ
て
混

　
ぜ
生
地
を
の
ば
す
。
片
面
が
焼
け
る
ま

　
で
蓋
を
し
て
、
蒸
す
状
態
で
待
つ
。

④
焼
け
た
ら
返
し
て
ま
た
蓋
を
し
て
、
焼

　
け
た
ら
出
来
上
が
り
。

お
好
み
で
青
海
苔
な
ど
を
ト
ッ
ヒ
ン
グ
ー

（
Ｊ
Ａ
岩
井
の
こ
だ
わ
り
簡
単
惚
レ
タ
ス

背
景
は
約
一
〇
一
。
㎏
／
年
で
、
ア
メ
リ
レ
シ
ピ
ー
よ
り
）

力
人
の
そ
れ
は
約
一
〇
八
晦
／
年
で
す
。
茨
城
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー

フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
で
有
名
な
ア
メ
リ
坂
東
地
域
長
泉
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

カ
よ
り
も
目
本
の
Ｉ
人
当
り
の
野
菜
消

費
量
は
少
な
い
の
で
す
。
特
に
若
年
に

な
る
ほ
ど
野
菜
消
費
量
は
少
な
く
な
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
一
日
の
目
標
と
す
る
野
菜
摂
取
量
は

二
五
〇
ｇ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
い
ろ

い
ろ
工
夫
を
し
て
野
菜
を
良
べ
る
習
慣

を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。
そ
こ
で
、
坂

東
地
域
の
特
産
で
あ
る
レ
タ
ス
を
使
っ

た
料
理
を
紹
介
し
ま
す
。

　
レ
タ
ス
た
っ
ぷ
り
お
好
み
焼
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
人
前
）

團
－
ｉ

レ
タ
ス
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
上
．
個

サ
ラ
ダ
油
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
少
々

お
好
み
焼
き
用
の
粉
…
…
…
…
…
五
〇
Ｒ

か青水郷

…
…
…
一
一
個

．
二
〇
〇
Ｅ

海
苔
・
ソ
ー
ス
・
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
・

つ
お
ぶ
し
幹
適
宜

胴
―
―

①
お
好
み
焼
き
川
の
粉
を
水
で
溶
き
、
卵

　
を
大
れ
て
混
ぜ
る
、

②
レ
タ
ス
は
適
当
な
食
べ
や
す
い
大
き
さ

　
に
切
っ
て
お
く
。

野
　
口
　
敬
　
介

霞ケ浦用水は､施設保安のため､パトロールを実施しますが､漏水等

によ右緊急事態が発生した場介は／ﾄﾞ記まで連絡をお願いいたします、

◆４月21日～８月31日（かんがい期）

　　祝日、祭日も連絡してください。

◆９月１日～４月20日（非かんがい期）

　　夜間、土日、祝日、祭日は霞ケ浦揚水機場にお願いします。

霞ケ浦用水土地改良区晋０２９６－４３－０８８５（昼間）

霞ケ浦揚水機場□０２９８－９８－２２１２（昼・夜間）
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回
圀
磋
ゐ
誤
肺
推
進
事
例

谷
田
部
北
部
地
区

　
　
　
　
　
（
つ
く
ば
市
）

○
モ
デ
ル
は
場
で
か
ん
水
効
果
を
実
証

　
谷
田
部
北
部
地
区
で
は
、
畑
地
か
ん
が
い

モ
デ
ル
実
証
は
場
を
設
置
し
、
試
験
的
に
水

を
利
用
し
た
野
菜
栽
培
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
十
九
年
度
は
ナ
ス
で
調
査
を
行
い
ま
し

た
。

○
夏
秋
ナ
ス
の
か
ん
水
効
果

　
露
地
ナ
ス
は
、
慣
行
で
は
天
水
の
み
で
栽

培
し
ま
す
が
、
夏
の
乾
燥
時
に
水
分
不
足
に

な
る
と
、
つ
や
無
し
巣
や
口
焼
け
果
が
増
加

し
、
品
質
が
低
下
し
ま
す
。
モ
デ
ル
は
場
で

は
、
八
月
に
か
ん
水
チ
ュ
ー
ブ
で
か
ん
水
を

行
い
、
収
穫
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

1一一
‘
‐
Ｉ
Ｉ

10嘔U，

･Uあ01喘

▲かん水あり

・
‐
Ｉ

１

　
そ
の
結
果
、
か
ん
水
に
よ
り
一
抹
当
た
り

乗
数
が
増
加
し
、
無
か
ん
水
に
比
べ
て
収
量

は
１
３
１
％
増
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
つ
や

無
し
乗
及
び
日
焼
け
果
の
発
生
が
少
な
く
な

り
、
品
質
も
向
‐
に
し
ま
し
た
。

○
畑
か
ん
現
地
研
修
会
を
開
催

　
八
月
に
は
、
地
元
農
家
な
ど
三
十
同
名
が

出
席
し
て
、
モ
デ
ル
は
場
で
現
地
研
修
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
か
ん
水
チ
ュ
ー
ブ
や
ス

プ
リ
ン
ク
ラ
ー
の
実
演
が
行
わ
れ
、
参
加
者

は
熱
心
に
開
い
て
い
ま
し
た
。

　
谷
田
部
北
部
地
区
で
は
、
来
年
か
ら
本
格

的
に
霞
用
水
が
使
え
る
よ
う
に
な
る
た
め
、

野
菜
の
作
付
け
増
加
も
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

ｇ
ｕ
１

Unい，
　
－
１
・
Ｉ

▲無かん水

ナスのかん水効果8月30日収穫物

'咽
ゝ ¶ 〃 r - ¬ 「

闘警町

畑かん現地研修会の様子８月23日開催

○
畑
か
ん
マ
イ
ス
タ
ー
出
前
講
座

　
茨
城
県
で
は
、
畑
地
か
ん
が
い
を
取
り
入

れ
、
営
農
で
成
功
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
を
「
畑

か
ん
マ
イ
ス
タ
ー
」
と
呼
び
、
畑
地
整
備
の

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
な
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
マ
イ
ス
タ
ー
に
畑
地

整
備
の
必
要
性
や
畑
地
か
ん
が
い
導
入
後
の

営
農
の
変
化
等
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
説

明
し
て
い
た
だ
く
「
畑
か
ん
マ
イ
ス
タ
ー
出

前
講
座
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
、
畑
地
整
備
を
考
え
て
い
る
地
域
の
方
々

に
と
っ
て
、
「
現
場
の
生
の
声
」
を
直
接
聞

く
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
場
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
平
成
十
六
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
出
前

-Ｓ

－四9岬９聊一明
､./

出前講座の状況（日19.10.22八千代町）

講
座
は
こ
れ
ま
で
に
計
五
ト
八
回
聞
催
し
、

延
べ
千
人
以
上
の
方
々
に
畑
か
ん
マ
イ
ス

タ
ー
の
講
話
を
聞
い
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
実
際
に
現
地
を
見
て
、
意
見
交

換
を
行
う
こ
と
で
、
畑
地
か
ん
が
い
を
取
り

入
れ
た
営
農
に
対
し
て
興
味
を
持
た
れ
る
方

も
多
く
、
非
常
に
好
評
で
す
。

　
平
成
二
十
年
度
も
十
六
回
の
講
座
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
実
際
に
話
が
聞
き
た

い
、
現
地
が
見
た
い
と
い
う
方
は
、
お
早
め

に
ご
連
絡
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

朧ｔ

/贈馳

i4ド4£T

現地見学の様子（日19.2.16坂東市）

〈
お
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

水
戸
へ
上
浦
、
筑
西
、
境
の
各
上
地
改
良
事
務
所

ま
た
は
、
霞
ケ
浦
用
水
事
栗
推
進
事
務
所

　
住
所
　
下
妻
市
下
妻
乙
二
〇
九

　
電
話
　
○
二
九
六
（
四
回
）
五
’
ヱ
ハ
ー
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